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◎次週礼拝奉仕者 礼拝と奉仕者のために祝福をお祈り下さい！
＊説教)廣田守男牧師 ＊司会)中島一栄姉 ＊奏楽)廣田君代姉
＊献金)弓岡章秀兄 ＊受付)弓岡章秀兄 ＊特別賛美)廣田君代姉

◎ デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

20 イザヤ書 ４０ ヨハネ １ ピリピ ２：６ ～１１
21 ４１ ２ 自 マルコ ２：１８～２２
22 ４２ ３ 由 マルコ ２：２３～２８
23 ４３ ４ な マルコ ３：１ ～６
24 ４４ ５ イ マルコ ４：３５～４１
25 ４５ ６ エ ルカ ２０：１ ～８
26 ４６ ７ ス ルカ ２０：２０～２６
27 ４７ ８ マルコ ４：３５～４１

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日 無し
①姫路あけぼの教会の救霊の御業が前進するために！
②求道者の方々のご家庭が祝福されるために！
③石川 牧姉の霊肉の健康と聖霊の満たしを！
④坊向輝国先生(山手教会顧問牧師)の上に神様の祝福を！

◎本日の礼拝は急遽近日に召天された2名の方々を覚えて告
別礼拝とし礼拝を献げております。ご理解ください。

●内海早苗姉 11日より療養中でしたが病状が急変し13日夕
刻に召天されました。ご遺族の上にお慰めをお祈り下さい。

◎まだ寒い日が続いております。新型コロナウイルス、特に
「オミクロン株」の感染が拡大し、「まん延防止等重点措
置」の適用が更に３月６日迄延長されました。その間、聖
書の学び、祈り会はお休みにします。お互いに気をつけ、
三密を避け、消毒を怠らず、マスクを着用し、礼拝に出席
しましょう。発熱の場合はご家庭で礼拝を守りましょう！

◎梅崎洋子姉は1月中旬に老健施設「あさなぎ」に転居され
ました。ご入院中の弓岡光子姉と増田真砂姉のリハビリ治
療のため また入所中の郡敏子姉のため、尚、弱さを覚え
ておられる方々のために祈りましょう。

◎土地購入献金 礼拝献金4,000献げられ感謝します！
◎牧会短針 先週、7名の方々とご一緒に姫路警察署にて臨
時の認知症検査を受けました。後期高齢者の事故が多い昨今
です。従って一寸したミスを見逃さず、取り締まりを強化し
ている関係で、認知症検査を受け、色々と注意事項を改めて
教えられた次第です。何事も急がないで少しゆとりをもって
運転することの大切さを改めて認識させられました。続いて
お祈り下さい。今週の牧師の予定 22日 ホームページ点検

◎先週の報告 礼拝5名、子ども教会休み、聖書の学び休み
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◎今週の御言葉 「子よ､あなたの罪は赦されました」（列
王記第二４章18～37節、マルコの福音書２章１～12節）
「エリシャは中にはいり、戸をしめて、ふたりだけになっ

て、主に祈った。…子どもの上に身をかがめると、子どもの
からだが暖かくなってきた。」(33-34)。
「イエスは彼らの信仰を見て、中風の人に、『子よ。あな

たの罪は赦されました。』と言われた。」(5)。

◎私たちの心の中にある罪はどのようにして始末している
のでしょうか？ その解決者に出会うことが大切なのです。
◎列王記第二４章には預言者エリシャの働きが記されてい

ます。預言者の死後、貧しい女と子のために神様によって必
要を満たし借金を支払わせたこと、子どものいない老夫婦に
子どもが与えられると共に、その子どもが急病で死んだ時、
女の願いに応えてエリシャが祈ることにより、神様が死の床
から生き返されたこと、更に、飢饉に見舞われた預言者集
団が主によって養われたことなどが記されています。
◎マルコの福音書２章１節以下の平行記事はマタイ9:1～8

及び、ルカ5:17～26です。主イエス様はカペナウムに戻り、
家に入って教えられると、そこにも多くの人々が集まったの
です(1:28,33,37,45)。主イエス様は「みことば」（福音）を
語り続けられたのです。そこに４人の人が中風の人を担いで
運んできたのですが、入り口が人で溢れていたので屋根をは
がして主イエス様の許につり降ろしたのです。主イエス様は
「彼らの信仰」を見られたのです。ここに、本人の「何とか
して欲しい」との求めとその現実に「何とかしてあげたい」
とする４人の熱意が伝わってきます。それ程までして主イエ
ス様にすがる思いで求め、行動する姿を学びたいものです。
◎「子よ。あなたの罪は赦されました」。主イエス様は中

風の人に「子よ」（ルカでは「友よ」）と呼びかけておられま
す。これは弟子たちに対しても示されている愛情のこもった
呼びかけなのです(10:24)。本来、「罪を赦す権威」は神ご自
身にあるのです(出ｴｼﾞﾌﾟﾄ34:6～7,詩篇103:3,130:4,イザヤ
43:25)。また「主の御名を冒涜する者は必ず殺されなければ
ならない」のです(レビ記24:11～16)。ですから律法学者は
主イエス様に対して疑義を抱いたのです。その考えを見抜か
れた主イエス様は彼らに「罪を赦す権威」をご自分に与えら
れていることを明らかにするために、中風の人に「起きなさ
い。寝床をたたんで家に帰りなさい」と命じられたのです。
主イエス様は、言葉だけで罪の赦しを宣言されたのではなく、
実際に罪を赦した結果として病を癒やし、彼らに罪をゆるす
権威を与えられていることを明らかにされたのです。まさに
イザヤ書35章６節にある神の救いの到来が明示されたので
す。主イエス様は私たちの罪と病の解決のために十字架にか
かり、贖いの御業を成就して下さったのです(ペテロ①2:24)。




